
騰 灘 灘　　；難懸 灘覇

灘　　講’
繊

蕪

騨

灘

欝

欝
雛

翻

灘
鞠穆嘉．

’
騨

灘

懸
輩

’　糊

羅

　
赫
燕

鞭

　
　
　
，
窮

　
　
　
　
　
鞭

牒
　
曝
．
彊

騨

、鞭i

騰

難

欝
　
儲

　
鵬
、

　
概

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
馨

囎

叢

織

懸

魍轟

・麗騨蓑、

《人口の動き》

5月1日現在

欝

難

臨、

難
懸

灘

　
　
　
　
灘
．
『
藍
窪
N

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
、
頚
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
灘
㎜
灘

軽
．
麟
灘
雛
講
．

贈
馨
．
．
、
』
■
鶏
、
　
　
　
灘
嚢

轍
覇
　
睡
騰

男3，222（一3）女3，265（一5）計6，487（一8）世帯数1，764（＋H）

出生3　死亡5　転入45　転出51

鷺・

瑠　
繋　
灘

贈

．
職 　

　
　
轍
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松
代
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
は
4
月
2
4
日
、

票
所
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
に
対
す
る
投
票
者

は
次
の
と
お
り
で
、
投
票
率
は
9
7
・

51

％
（
前
回
5
4
年
は
9
7
・
4
3
％
）
で

し
た
。

男
　
投
票
者
数
　
二
、
三
〇
六
名

　
（
有
権
者
数
）
二
、
三
八
七
名

　
　
投
票
率
　
　
九
六
・
六
一
％

灘
難

町員
内一
30般
力選
所挙
のの

町
役
場
四
階
第
一
会
議
室
に
お
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

で
す
。

元
が
1
名
で
し
た
。

　
投
票
者
数
　
二
、
五
二
二
名

（
有
権
者
数
）
二
、
五
五
五
名

　
投
票
率
　
　
九
八
・
三
六
％

　
投
票
者
数
　
四
、
八
一
九
名

（
有
権
者
数
）
四
、
九
四
二
名

ま
た
開
票
は
即
日
午
後
七
時
か
ら

候
補
者
別
の
得
票
は
次
の
と
お
り

　
　
再
選
1
8
名
、
新
当
選
1
名
、

，
覇

轟
．

　
　
　
懸

『
灘
鑛
、
罰

．
聾
・

謹
麗
　
、
．
駿
■
，

町
議
会
議
員
選
挙
候
補
者
別
得
票

五
＋
嵐
文
夫

小
山
　
　
茂

中
村
　
俊
正

村
山
　
真
一

石
野
　
英
二

関
谷
慶
三
郎

村
山
　
義
郎

池
田
　
利
八

室
岡
　
幹
男

高
橋
　
紀
元

五
＋
嵐
政
勝

山
岸
　
昭
司

若
井
　
俊
二

柳
　
　
政
喜

村
山
寿
平
次

小
島
　
丑
蔵

田
辺
弥
市
郎

関
谷
　
達
治

柳
　
　
晴
二

柳
　
　
幸
雄

高
橋
　
俊
男

盗〃1ノ〃〃〃〃〃〃〃ノノ〃〃〃〃〃〃〃〃ノ裳

三
七
三
・
二
七
三
票

三
〇
三
茜
示

二
九
四
票

二
五
五
票

二
五
五
票

二
五
四
・
五
六
五
票

二
三
四
票

二
三
三
票

二
二
九
票

二
二
三
．
六
三
七
票

二
一
二
・
七
二
六
票

二
一
二
票

二
一
〇
票

二
〇
七
・
二
五
三
票

二
〇
三
票

二
〇
三
票

一
九
六
票

一
九
五
・
四
三
四
票

一
九
〇
・
三
二
四
票

一
八
九
・
三
二
二
票

一
二
七
・
三
六
二
票

　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　羅　　　　　　羅
轍

難
議
紙
護

　

そく
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議
長
に
中
村
俊
正
氏
を
再
選

　
　
副
議
長
に
は
石
野
英
二
氏
を
選
任

　
　
　
　
　
H
昭
和
5
8
年
第
一
回
臨
時
会
“

　
改
選
後
初
の
招
集
で
あ
る
町
議
会

は
、
5
月
7
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長

に
中
村
俊
正
氏
を
再
選
、
副
議
長
に

石
野
英
二
氏
を
新
た
に
選
任
し
ま
し

た
。　

臨
時
会
で
の
主
な
案
件
は
次
の
と

お
り
で
す
．

◇
町
議
会
議
長
選
挙
に
つ
い
て

　
議
長
選
挙
は
、
五
十
嵐
政
勝
臨
時

議
長
の
進
行
で
行
な
わ
れ
、
中
村
俊

正
議
員
が
得
票
数
1
9
票
で
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
中
村
俊
正
議
員
　
一
九
票

　
　
柳
　
幸
雄
議
員
　
　
一
票

◇
町
議
会
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て

　
石
野
英
二
議
員
が
得
票
数
1
8
票
で

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
石
野
英
二
議
貝
　
一
八
票

　
　
白
票
　
　
　
　
　
　
二
票

◇
常
任
委
員
の
構
成
に
つ
い
て

　
次
の
と
お
り
の
委
員
会
構
成
と
な

り
ま
し
た
。
　
（
任
期
は
二
年
）

　
◎
印
　
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

◎
関
谷
達
治
　
　
小
山
　
　
茂

○
池
田
利
八
　
　
村
山
寿
平
次

　
小
島
丑
蔵
　
　
山
岸
　
昭
司

　
中
村
俊
正

《
社
会
常
任
委
員
会
》

◎
五
十
嵐
政
勝
　
田
辺
弥
市
郎

○
関
谷
慶
三
郎
　
村
山
義
郎

　
柳
晴
二
石
野
英
二

　
五
＋
嵐
文
夫

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

◎
室
岡
幹
男
　
高
橋
紀
元

○
柳
　
政
喜
　
若
井
俊
二

　
柳
幸
雄
　
村
山
真
一

＠＠㊥⑲⑲＠⑲＠③⑲

◇
東
頸
城
郡
ご
み
処
理
施
設
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
（
一
名
）

　
議
長
の
中
村
俊
正
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

〔
報
告
事
項
〕

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

◎
　
松
代
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

関
す
る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
資
本
金
等
の
金
額
が
5
0
億
円
を
超

え
、
従
業
員
数
5
0
人
を
超
え
る
法
人

等
に
は
、
税
率
、
年
額
一
二
〇
万
円

な
ど
の
条
例
を
改
正
し
た
こ
と
を
報

告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
最
高
限
度
税
額
を
2
7
万

円
か
ら
2
8
万
円
に
引
き
あ
げ
る
な
ど

の
条
例
改
正
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

◎
　
昭
和
5
7
年
度
松
代
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
n
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
既
定
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
二

千
四
百
二
十
八
万
一
千
円
を
追
加
し
、

総
額
そ
れ
ぞ
れ
二
六
億
九
千
七
百
六

万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
　
昭
和
5
7
年
度
松
代
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
既
定
の
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
千
一
百
十
四
万

九
千
円
を
増
額
し
、
総
額
そ
れ
ぞ
れ

四
億
二
千
九
百
八
十
九
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
診
療
施
設
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
百
七
十
七
万
八
千

円
減
額
し
、
総
額
そ
れ
ぞ
れ
三
千
四

百
三
十
九
万
一
千
と
し
ま
し
た
。

◎
　
昭
和
5
7
年
度
松
代
町
老
人
保
険

　
　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

　
　
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
既
定
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ

　
　
れ
三
百
八
万
三
千
円
を
追
加
し
、

　
　
総
額
そ
れ
ぞ
れ
一
千
八
百
三
十

　
　
三
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
昭
和
5
8
年
度
松
代
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
既
定
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
六
百
万
円
を
追
加
し
、
総
額

三
十
一
億
四
千
一
百
万
円
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
町
道
融
雪
災

害
復
旧
費
で
す
。

◇
松
代
町
監
査
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、

村
山
義
郎
議
員
が
選
任
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

◇
町
立
奴
奈
川
小
学
校
新
築
本
体
建

設
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
三
億
二
千
三
百
万
円

　
請
負
者
　
株
式
会
社
武
江
組

　
工
期

　
（
5
8
・
5
・
1
0
～
5
9
・
3
・
1
0
）

◇
町
立
奴
奈
川
小
学
校
電
気
設
備
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
四
千
六
百
五
十
万
円

　
請
負
者
　
大
和
電
建
株
式
会
社

　
工
期

（
5
8
・
5
・
10
～
5
9
・
3
・
1
0
）

◇
町
立
奴
奈
川
小
学
校
給
排
水
衛
生

暖
房
設
備
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い

て　
工
事
費
　
四
千
一
百
万
円

　
請
負
者
　
呈
工
業
株
式
会
社

　
工
期

（
5
8
・
5
・
1
0
～
5
9
・
3
・
1
0
）

◇
儀
明
土
捨
場
整
備
事
業
農
地
復
旧

工
事
の
請
負
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
五
千
一
百
万
円

　
請
負
者
　
株
式
会
社
司
工
務
店

　
工
期
二
〇
〇
日
間

◇
松
代
町
消
防
委
員
会
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て
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大
海
よ
り
も
い
っ
そ
う
壮
大
な
も
の
は
大
空
で
あ
る
。
大
空

よ
り
も
い
っ
そ
う
壮
大
な
も
の
は
人
間
の
心
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ユ
ー
ゴ
ー
〉

》
町
長
お
祝
の
こ
と
ば

》
柳
　
進
さ
ん
の
誓
い
の
言
葉

　
今
年
の
町
成
人
式
は
、
五
月
三
日
、

逞
し
く
成
人
し
た
八
十
五
名
の
新
成

人
を
迎
え
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
秋
山
町
長
、
島
田
教
育

長
、
高
橋
教
育
振
興
会
長
よ
り
お
祝

の
言
葉
が
あ
り
、
新
成
人
を
代
表
し

て
柳
進
さ
ん
（
松
代
）
が
「
自
分
の

責
任
と
行
動
力
に
よ
り
、
他
人
の
力

に
た
よ
ら
ず
社
会
の
秩
序
を
乱
す
事

な
く
自
分
で
一
歩
一
歩
切
り
開
く
こ

と
で
あ
る
」
と
の
誓
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
撮
影
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
か
こ
ん
で
の

会
食
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
自
己
紹
介
や

歌
で
和
や
か
に
成
人
の
集
い
が
行
な

わ
れ
、
立
派
に
成
人
し
た
こ
と
を
喜

び
あ
い
ま
し
た
。

装いも新たに、はればれ85名

〈
ひ
さ
し
ぶ
り
ね

》
な
ご
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー

〈
青
春
の
え
が
お

》
笑
顔
、
笑
顔
で
万
才
三
唱
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成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

代迎

　
時
間
が
過
ぎ
去
る
の
は
早
い
も
の

で
あ
っ
と
い
う
間
に
大
き
な
行
事
『

成
人
式
』
を
迎
え
ま
し
た
。
学
生
時

代
に
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
た
の
に
自
分
自
身
本
当
に

驚
い
て
い
ま
す
。

　
地
元
に
残
っ
て
家
族
と
一
緒
に
生

活
し
て
い
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。
成

人
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
そ
れ
程
実

感
も
湧
い
て
も
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

辞
書
に
よ
れ
ば
、
「
成
人
と
は
一
人
前

の
人
間
、
こ
ど
も
が
立
派
な
お
と
な

に
成
長
す
る
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
自
分
は
ま
だ
一
人
前

で
も
な
け
れ
ば
立
派
で
も
あ
り
ま
せ

成

人太
　
平

え
て

関
　
谷
　
宏
　
人

ん
。
確
か
に
以
前
よ
り
は
考
え
方
等
、

少
し
ず
つ
は
変
化
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
こ
の
町
に
残
っ
て
い
る
同
級
生
は
、

両
手
の
指
で
数
え
て
も
余
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
町

ぐ
る
み
で
慎
重
に
検
討
し
て
過
疎
を

防
止
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
は
も
っ
と
若
い
人
に
魅

力
あ
る
企
業
を
た
く
さ
ん
誘
置
し
な

け
れ
ば
や
な
り
皆
都
会
へ
出
て
い
っ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
生
活

環
境
の
整
備
。
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を

設
け
た
り
し
て
、
少
し
で
も
過
疎
を

防
い
で
欲
し
い
し
、
わ
た
し
た
ち
町

民
も
そ
れ
に
協
力
を
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
成
人
を
迎
え
て
考
え
た
こ
と

を
記
し
て
み
ま
し
た
。

市
川
な
つ
子

　
『
成
人
』
と
辞
書
を
ひ
く
と
「
一

人
前
の
人
間
」
「
子
供
が
立
派
な
大
人

に
成
長
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
そ
し

て
、
「
普
通
二
十
歳
以
上
を
さ
す
」
と

も
あ
る
。
二
十
歳
は
と
っ
く
に
す
ぎ

て
い
る
が
、
今
だ
子
供
か
ら
抜
け
き

れ
て
な
い
と
い
う
か
、
人
に
甘
え
て

い
る
と
い
う
か
頼
り
す
ぎ
て
い
る
よ

う
だ
。
勤
め
て
三
年
目
に
な
る
が
、

こ
の
頃
よ
く
そ
う
思
う
。

　
小
さ
い
頃
は
二
十
歳
と
い
う
と
、

し
っ
か
り
『
大
人
』
と
い
う
雰
囲
気

が
他
の
人
に
は
あ
っ
た
。
事
実
私
も

二
十
歳
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
大
人
ら

し
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
ど
こ
で
ど
う
間
違
え
た

の
か
、
今
だ
そ
ん
な
気
配
は
な
い
。

　
だ
が
、
成
人
に
迎
え
ら
れ
た
現
在

こ
の
ま
ま
で
は
、
私
の
成
長
と
い
う

か
進
歩
は
あ
り
え
な
い
と
思
う
。

　
新
た
な
気
持
ち
で
、
人
に
接
し
て

ゆ
き
、
で
き
る
だ
け
成
人
に
近
づ
き

た
い
と
思
う
。

　
町
で
は
日
常
生
活
に
定
着
し
た
家

族
ぐ
る
み
の
体
力
つ
く
り
実
践
活
動

の
普
及
を
図
る
目
的
で
、
体
力
つ
く

り
百
日
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
も
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
◆
◆
対
象
◆
◆
◆

　
家
族
に
よ
る
実
践
で
2
人
以
上

◆
◆
◆
　
実
践
期
日
　
◆
◆
◆

　
5
8
年
4
月
か
ら
5
9
年
2
月
ま
で

◆
◆
◆
　
実
践
種
目
　
◆
◆
◆

　
ラ
ジ
オ
体
操
・
な
わ
と
び
・
手
軽

な
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
町
主
催

の
行
事
等
で
す
．

◆
◆
◆
　
実
践
目
標
　
◆
◆
◆

　
　
一
日
1
0
分
程
度

◆
◆
◆
　
認
定
証
の
交
付
　
◆
◆
◆

　
㎜
日
達
成
家
族
に
は
、
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
．

◆
◆
◆
　
詳
細
に
つ
い
て
　
◆
◆
◆

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
公
民
館
に
お

聞
き
下
さ
い
。
な
お
カ
ー
ド
は
公
民

館
に
あ
り
ま
す
．

松代町教育委員会

「まず、実践めざせ

　　健康・体力つくり」

　　　　　　　100El以上運

鈴　　成したら鵬
　　　　　　カードを市町

　　　　　　村教育委員会

　　　　　　へ提出してく

　　　　　　ださい。

　　　　　　　（2／1～2／20）

㎡　　　　　　　「認定証」が交

　　　　　　・付されます。

響

開始年月日

達成年月日

　家族で下記種目いず

れかを実践したら1マ

ス塗りつぷす。

●ラジオ体操

：鑑勢「

　酬
貞

●野外活動　　　　》
　オリエンテーリング、サイクリング

　ハイキング、海水浴、スキー　など

●体育・9スポーツ行事への参加種目。
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松代町母子保健推進員名簿　　　　 内　域員　力たな　ぜ一1一 ㌦
．
－
．
一
σ
一
り
．
一
．
一
＝
．
甲
．
◎
一
幽
．
．
一
一
．
．
．
．
．
．
．
9
甲
．
．
．
．
．
．
畠
．
8
一
．
一
．
．
．
．
．
．
9
．
一
喝
9
一
．
．
一
一
．
量
願
．
．
＝
一
．
＝
9
一
．
．
9
り
『
・
一
一
．
．
．
曹
｛
．
．
．
．
一
一
－
・
一
一
甲
一
．
｛
．
一
．
．
．
｛
9
．
9
｛
．
＝
｛
・
．
一
｛
一
．
・
’
＝
騨
甲
…
｛
…
一
一
…
・
…
｛
…
一
｛
一
・
’
三
一
…
一
｛
…
甲
9
三
一
…
｛
・
ノ
乙
一
・
～
．
｝
一
＝

皿
“
地
域
で
の
母
子
相
談
は

｝
　
　
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
で
す
”

岬
．
．
．
．
一
一
．
－
．
口
．
．
8
．
9
＝
．
騨
．
．
．
”
一
＝
．
一
一
．
9
．
9
＝
一
一
一
．
σ
一
一
．
魯
．
願
一
甲
一
一
．
＝
一
一
．
．
9
．
．
＝
一
一
一
り
．
臼
一
＝
噂
．
聯
．
．
p
・
＝
畢
．
一
一
贋
．
8
＝
・
一
．
一
．
輯
・
＝
＝
．
．
．
’
・
・
一
．
一
．
’
＝
・
一
一
一
．
一
9
＝
・
＝
甲
・
9
一
三
・
…
’
三
・
…
甲
一
＝
一
・
…
一
『
。
．
一
…
’
・
』
・
薗
…
’
…
一
…
’
嘔
●
＝
・
’
三
一
…
一
｛
…
一
一
三
｝
一
…
甲
…
’
＝
．
嶺
…
’
＝
＝
…
’
＝
・

　
妊
娠
の
間
を
健
康
に
過
ご
し
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
町
で
は
3
8
人
の
推
進

員
さ
ん
を
委
嘱
し
、
・
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
ぬ

　
役
場
と
家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役

目
を
し
て
も
ら
い
、
母
子
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
役
場
に
知
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
が
行
う
乳
幼
児
検
診
や
、
学
級

等
に
出
席
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
。

　
町
で
は
年
二
回
推
進
員
さ
ん
の
研

修
を
し
て
い
ま
す
し
、
上
越
や
新
潟

の
研
修
会
に
も
交
替
で
出
席
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
お
母

さ
ん
方
と
早
く
親
し
く
な
る
に
は
、

リ
ロ
ロ
ロ
　
ノ
も
ロ
ロ
コ
じ
ぎ
も
り
し
ロ
ヨ
じ
ほ
じ
じ
ノ
も
ロ
ロ
　
ダ
ニ
　
　
ロ
じ
ダ
も
ロ
　
ノ
コ
も
じ
ノ
　
ち
ミ
ノ
モ
ミ
も
ロ
ド
ロ
ロ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

保
健
攣
ン
リ
屡
ズ
繍

｝
一
＝
。
9
一
～
＝
・
・
’
■
＝
…
一
｛
一
…
’
一
，
一
…
’
乙
一
…
｛
…
一
モ
～
．
一
…
・
一
＝
・
’
刷

ど
う
し
た
ら
い
い
か
等
、
熱
心
に
意

見
交
換
し
自
主
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
員
さ
ん
が
お
邪
ま
し
た
ら
気

軽
に
、
な
ん
で
も
お
話
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
離
乳
と
か
、
幼
児
の
食

事
等
経
験
を
元
に
し
た
い
い
話
が
、

い
っ
ぱ
い
で
て
き
ま
す
。

◎
推
進
員
さ
ん
の
変
わ
っ
た
地
区
が

あ
り
ま
す
。
名
簿
は
次
の
通
り
で
す
。

部落 氏　　　名 屋　号 部落 氏　　　名 屋　号

松代 高　橋　　　笑 中　屋 滝沢 小　林　ス　ミ みやさか

〃 樋　ロ　サカエ 和太屋 苧島 石　田　キクエ 下　段

小荒戸 高　橋　ハルエ 中やしき 田野倉 池　田　きみ子 長ぜん

太平 市　川　チ　イ
、　　　　　　　》

り　　り 仙納 室　岡　久美子 いんきょ

菅刈 相　沢　ケ　イ な　か 田代 中　村　笑美子 ひがしや

田沢 高　橋　ハル子 万　蔵 莇平 池　田　敏　枝 よしいん

池之畑 山　賀　千恵子 こうじや 小貫 柳　　　美代子 いんきょ

下山 宮　沢　マ　キ なかや 寺田 井　上　ト　シ 中　屋

千年 高　橋　洋　子 さじべい 名平 菅　井　ツ　タ 入

池尻 室　岡　一　恵 大　家 蒲生 小　堺　幸　子 ラジオ店

会沢 万　羽　シズエ さかもと 儀明 仲　村　タ　カ 中　西

清水 秋　山　照　江 すけじん 福島 西　潟　都伊子 か　　み

桐山 小　山　ト　ミ あさひや 奈良立 柳　　　ス　イ 新　屋

蓬平 小　堺　ミ　エ せいぞう 室野 佐　藤　絹　子 こえんさ

東山 山　岸　美　喜 きそいん 〃 若　山　ト　シ しんぜん

海老 若　月　ミ　ヤ すぎわら 竹所 中　条　アヤ子 新やしき

犬伏 小　島　シズイ だんな 濁 谷　沢　ユハル
、　　　　　　　　　　、

り　　え

孟地 柳　　　ユ　キ しょうぜん 峠 牧　田　ヨ　シ 赤　坂

片桐山 山　岸　フ　ミ
、
り
　
ら 木和田原 石　野　あい子 谷

　
赤
ち
ゃ
ん
の
日
光
浴

　
生
後
一
ヶ
月
く
ら
い
に
な
っ
た
ら

外
気
浴
、
二
ヶ
月
に
な
っ
た
ら
日
光

浴
を
さ
せ
ま
す
。
皮
膚
や
骨
、
筋
肉

な
ど
を
じ
よ
う
ぶ
に
す
る
よ
う
、
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
日
光
浴
、
外
気
浴
と
も
天
気
の
よ

い
、
風
の
な
い
と
き
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
春
秋
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時

く
ら
い
に
す
る
の
が
よ
い
で
し
よ
う
。

◎
日
光
浴
の
順
序

　
　
（
生
後
2
ケ
月
ご
ろ
か
ら
）

順序 か　ら　だ　の　部　分 時　　間　・　期　　間

1 足　だ　け 3分間　　3～4日間続ける

2 ひざまで 〃　　　　　　　　　　　　〃

3 股　ま　で 〃　　　　　　　　　　　　〃

4 おなかまで 〃　　　　　　　　　　　　〃

5 胸　ま　で 〃　　　　　　　　　　　　〃

6 胸～背中 〃　　　　　　　　　　　　〃

7 胸～背中 5分、10分と、だんだん時間を長くする。
30分ぐらいまで。3～4日間続ける。

8
おすわりができるようになったら、
帽子をかぶせて全身。 30分間

1234

手首から先

足首から先

手首から先

膝から下

肘から先

膝から下

67

撰
轍

腹まで胸まで前全身

8

翫
　
　
中

　
　
『
　
　
　
背

「
、
．
欝
の



1”1”Illll”IIII”1711111111“II1““lllこうほう・まつだい“II川””III”IIlll“IIII”II“IIlll”II“IIII””1”Illll”Ill“Illl！ll“llll“III“III“IlmlllIllIllllII“Ill“IIIlllIlll”II”III”IIlllIIII“III”lmIIIIllIIIllII”II1”lll“ll””””IlllIlllllllIMI

　　　　　　　　　　　　鯉　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　初　　　　　　諜　　　　場　　　市新
藻

　
上
越
地
方
の
家
畜
市
場
を
統
合
し

た
「
上
越
家
畜
市
場
」
が
、
上
越
市

青
野
に
総
工
費
五
、
九
五
四
万
円
で

三
月
十
七
日
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
電
子
せ
り
・
シ
ス
テ
ム
、
デ
ジ
タ

ル
表
示
中
衝
機
を
始
め
最
新
の
設
備

が
、
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
市
場
で
四
月
二
十
六
日
、

初
め
て
の
子
牛
市
場
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
場
成
績
は
、
表
一
の
と
お
り
で

す
。
総
販
売
額
は
、
六
三
、
七
二
二

千
円
で
、
当
町
で
は
、
そ
の
九
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
（
頭
数
比
に
お
い
て
は
、

七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
当
た
り
ま

す
五
、
八
〇
九
千
円
の
出
荷
額
が
あ

り
ま
し
た
。

　
和
牛
子
牛
の
市
場
価
格
は
、
依
然

と
し
て
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

昨
年
度
に
比
べ
る
と
出
荷
体
重
の
増

加
に
よ
り
平
均
価
格
で
五
千
円
ほ
ど

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
子
牛
共
励
会
が
あ

わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
賞

者
は
表
二
の
と
お
り
で
す
。

上
越
管
内
二
十
四
農
協
よ
り
出
荷
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
入
賞
点
数
の

四
分
の
一
を
当
町
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
莇
平
部
落
、
高
橋
勝
美
さ
ん
の
育

成
し
た
去
勢
牛
は
、
体
型
、
資
質
、

発
育
状
況
と
も
優
れ
て
お
り
審
査
員
、

購
買
者
、
出
荷
農
家
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

　
今
春
よ
り
、
指
定
交
配
に
よ
る
優

良
牛
生
産
運
動
に
入
い
る
わ
け
で
す

が
、
子
牛
育
成
技
術
の
向
上
を
図
り
、

家
畜
市
場
で
の
「
松
代
牛
」
の
市
場

価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

賞優最讐
蝦

（表一）　4月26日開催上越家畜市場成績子牛共励会受賞者

磯
、
ー

区分 性別
成立頭
数（頭）

最高価
格（千円）

最低価
格（千円）

平均価格
　　（円）

平均体
重（kg）

kg当単
価（円）

市
場
計

メス 102 358 121 214，676 249．5 860、

去勢 143 459 123 292，483 279．0 1，048

計 245 459 121 260，090 266．8 975

松
代
計

メス 7 320 177 253，429 264．1 959

去勢 12 459 123 336，250 308．0 1，092

計 19 459 123 305，737 291．8 1，048

順　　位
部落
名

氏　名 性別
生後月
数（月）

体高
（cm）

体重
（kg）

kg当単
価（円）

最優秀賞 莇平 高橋勝美 去勢 10％ 122 373 1，231

1等賞 〃 〃 メス 11 114 301 1，063

2等賞 〃 〃 メス 11 112 281 1，139

〃 〃 高橋二一 去勢 10 118 287 1，125

3等賞 竹所 中条為策 去勢 10％ 125 339 1，071

〃 儀明 小堺寅吉 メス 10％ 112 275 1，036

郷
土
を

　
　
　
　
植
林

で緑
大、
　に
き

な

財

産

を

下刈完了　町行造林事業（海老地内）昭和51年植栽

　
町
で
は
、
植
林
に
よ
り
広
く
造

林
の
普
及
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て

治
山
・
治
水
に
資
す
る
た
め
収
益

の
分
収
を
目
的
と
す
る
部
落
有
、

個
人
有
の
山
林
に
造
林
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
貴
重
な
土
地
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
あ
な
た
の
山
林
、

部
落
の
山
林
に
植
林
し
ま
し
ょ
う
。

　
造
林
事
業
に
は
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
造
林
事
業
の
ご
相
談
と

合
せ
て
役
場
産
業
課
林
業
係
ま
で
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
良
質
木
を
生
産
、
育
成
す
る
た

め
に
、
林
の
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ

・
つ
。　

倒
木
起
し
は
早
め
に

　
　
　
年
一
回
は
下
刈
を

　
　
　
　
造
林
事
業
の
ご
用
命
は

　
　
　
　
松
代
町
造
林
組
合
へ

　
倒
木
起
し
、
下
刈
、
除
伐
、
施

肥
、
測
量
、
地
ご
し
ら
え
、
植
林

と
造
林
事
業
に
関
す
る
こ
と
は
全

て
行
な
い
ま
す
。
申
込
は
産
業
課

林
業
係
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ロ

　
　
　
　
鼻
論
鑑
警

　
　
　
脳
。

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

　
　
　
　
・
凶
。
軌
。
。
。
　
謙

　
　
　
　
　
9
0
0
　
。
●

　
　
　
　
　
0
　
　
0
　
0
　
r

　
　
　
　
　
　
　
9
。
ρ
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最
近
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
他
部
落
か

ら
松
代
区
へ
移
り
住
む
人
も
あ
っ
て
、

こ
の
三
月
末
の
人
口
は
男
七
四
六
人
、

女
七
八
八
人
、
計
一
、
五
三
四
人
。

　
そ
の
世
帯
構
成
は
四
二
三
世
帯
と

城
山
よ
り
松
代

　
　
　
中
心
部
を
望
む

な
っ
て
い
ま
す
．

　
松
代
区
の
世
話
係
と
で
も
い
う
区

協
議
会
の
構
成
は
、
在
区
町
会
議
員

を
十
五
名
の
協
議
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
、
五
人
づ
つ
の
専
門
委
員
会

　
　
に
分
れ
て
仕
事
を
し
て
お
り
ま

　
　
す
。

　
　
　
委
員
会
は
総
務
部
、
社
会
厚

　
　
生
部
、
建
設
部
が
あ
り
ま
す
が
、

　
　
四
百
戸
を
超
え
る
大
世
帯
で
す

　
　
の
で
、
仕
事
も
多
岐
に
わ
た
り
、

　
　
夜
中
に
街
灯
の
あ
か
り
が
く
ま

　
　
な
く
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
す
る

　
　
こ
と
か
ら
、
道
路
や
排
水
の
整

　
　
備
や
産
業
振
興
の
仕
事
。
郷
土

　
　
の
祭
行
事
や
観
光
娯
楽
設
備
の

　
　
拡
充
の
間
題
か
ら
福
祉
改
善
の

　
　
事
業
な
ど
住
民
の
皆
様
と
直
接

　
　
結
び
つ
い
た
業
務
が
数
か
ず
あ

　
　
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
こ
の
事
業
一
つ
ひ
と

　
　
つ
を
や
り
と
げ
る
た
め
の
費
用

　
も
多
額
で
優
に
一
千
万
円
を
超

　
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
松
代
は
本
郡
東
部

地
内
で
は
蒲
生
、
犬
伏
と
な
ら

ぶ
宿
場
と
定
め
ら
れ
た
所
で
、

他
地
か
ら
出
入
す
る
人
び
と
の

宿
泊
地
と
な
り
、
自
然
に
情
報
交
換

の
場
で
あ
り
商
品
売
買
の
中
心
的
位

置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
冬
を
前
に
し
た
秋
市
に
は
近
隣
部

落
か
ら
人
が
集
ま
り
、
他
帯
か
ら
は

干
魚
や
塩
、
布
、
食
器
、
青
芋
等
を
馬

の
背
に
つ
け
た
商
人
が
入
っ
て
来
て

大
変
な
人
ご
み
を
呈
し
た
よ
う
で
す
。

　
人
び
と
は
、
冬
中
の
必
要
な
も
の

を
買
い
こ
み
人
い
き
れ
に
酔
っ
て
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
観
音
市
も
そ
の
よ
う
に
、
観
音
堂

に
通
じ
る
道
路
や
町
の
商
店
街
や
街

道
に
店
が
立
ち
、
見
世
も
の
小
屋
が

建
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
は
他
部
落

の
お
年
寄
り
で
も
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
．

　
因
み
に
観
音
堂
の
ご
本
尊
の
商
売

繁
昌
、
人
々
の
平
和
と
、
商
品
の
運

搬
に
不
可
欠
な
馬
の
安
全
を
祈
っ
て

馬
頭
観
音
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

．
嚇
、

　
昭
和
二
十
年
の
終
戦
後
、
数
年
間

つ
づ
い
て
い
た
も
の
で
は
、
四
月
三

日
長
命
寺
境
内
で
毎
年
行
わ
れ
て
き

た
大
般
若
、
（
マ
ケ
ヨ
、
サ
ン
ヨ
）
の

祭
と
八
月
二
十
七
日
の
七
ン
ち
祭
が

あ
る
。
後
者
の
は
七
ン
ち
相
撲
と
い

　
　
　
え

う
相
撲
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
三
日
の
長
命
寺
境
内
は
僧
侶

が
大
般
若
の
読
経
を
進
め
る
う
ち
に

浦
佐
の
裸
祭
に
負
け
ぬ
程
の
人
が
集

ま
り
読
経
の
終
わ
る
の
を
待
っ
た
。

　
や
が
て
雪
上
に
し
つ
ら
え
た
雪
の

昭和36年頃の松代

台
に
世
話
人
が
出
て
く
る
と
大
ロ
ウ

ソ
ク
を
も
っ
た
男
た
ち
が
群
衆
を
囲

み
、
巨
づ
こ
か
ら
と
も
な
く
、
「
マ
ケ

ヨ
、
サ
ン
ヨ
」
の
唱
和
が
お
こ
る
と

群
衆
の
頭
、
頭
が
波
う
ち
ま
す
。

　
世
話
人
か
ら
群
衆
に
向
け
て
縁
起

俵
、
高
張
り
ち
ょ
う
ち
ん
や
、
金
盃
、

銀
盃
札
が
投
げ
こ
ま
れ
、
春
か
ら
今

年
こ
そ
よ
い
年
を
授
か
り
た
い
と
思

う
群
衆
は
わ
れ
先
に
そ
れ
を
奪
い
合

う
光
景
は
参
加
し
た
も
の
に
と
っ
て

な
つ
か
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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す
。　

さ
て
、
鎮
守
様
の
七
ン
ち
祭
り
は

十
九
才
に
な
っ
た
男
子
の
厄
年
行
事

で
し
た
。

　
こ
の
年
に
な
っ
た
若
者
を
松
代
で
、

は
大
人
に
扱
う
祝
い
と
し
て
部
落
の

中
で
勧
進
し
て
歩
く
こ
と
を
許
し
た

の
で
す
。

　
若
者
た
ち
は
組
を
つ
く
っ
て
寄
附

を
集
め
る
と
そ
れ
を
資
金
に
伝
統
の

相
撲
会
を
主
催
し
た
。
相
談
役
も
年

輩
者
に
い
た
が
、
悉
く
若
者
を
前
面

に
出
し
て
主
催
さ
せ
ま
し
た
。

　
当
日
、
鎮
守
様
の
境
内
は
立
錐
の

余
地
も
な
い
程
に
村
内
外
か
ら
の
人

で
満
ち
て
、
郡
内
は
勿
論
、
刈
羽
郡
か

ら
も
怪
力
を
誇
る
村
々
の
力
士
が
集

り
世
話
役
も
つ
い
て
来
て
い
ま
し
た
。

　
松
代
相
撲
で
大
関
を
張
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
力
士
に
と
っ
て

は
最
高
の
名
誉
で
村
へ
帰
っ
て
生
涯

の
記
念
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
．
論
慧
欝
難

輸
癖
魏
験
…
麟
緩

　
さ
て
、
こ
の
節
は
す
っ
か
り
松
代
｝

の
姿
も
様
が
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
…

た
。
昔
を
な
つ
か
し
む
声
も
あ
り
ま
陶

す
が
、
時
代
の
変
化
と
要
求
に
こ
た
刷

え
て
皆
様
が
ご
存
知
の
よ
う
に
観
音
｛

祭
と
い
え
ば
松
代
の
花
火
大
会
と
い
｝

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皆
様
の
ご
協
一

力
で
整
然
と
毎
年
楽
し
い
催
物
に
な
陶

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

　
今
年
も
お
い
で
の
節
は
、
今
度
は
．

松
代
小
学
校
わ
き
の
十
王
堂
の
観
音

様
も
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
松
代
で
力
を
入
れ
て
来
ま

し
た
の
は
、
少
林
山
ス
キ
ー
場
、
城

山
の
展
望
台
か
ら
菖
蒲
園
、
フ
イ
ル

ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

釣
堀
の
運
営
等
に
加
え
て
新
た
に
、

子
ど
も
会
か
ら
の
要
望
で
キ
ャ
ン
プ

場
を
兼
ね
た
遊
園
地
づ
く
り
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
区
は
位
置
的
に
も
町
の
中
心

に
あ
り
ま
す
し
、
諸
施
設
も
区
内
の

皆
様
は
勿
論
、
広
く
町
内
の
皆
様
の

施
設
と
し
て
も
大
い
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
こ
う
し
た
ら
と
か
、
こ

う
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
ご
意
見

も
ど
し
ど
し
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

欝辮灘蕪灘灘

難簿㎜

これからの年金

　
過
疎
を
少
し
で
も
食
い
止
め
町
内

の
ど
こ
の
皆
様
と
も
提
携
し
て
、
明

日
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に
松

代
区
も
変
容
発
展
し
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。
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た
だ
い
ま
、
今
年
度
分
（
こ

の
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
）

の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
手

続
き
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
と
は

②①③

な
ど
の
事
情
で
、

こ
と
が
難
か
し
い
と
認
め
ら
れ
る
人

に
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
を
う
け
る
に
は
、

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
し
た
申
請
書
の
内
容
が
免

除
基
準
に
当
て
は
ま
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

所
得
が
な
い
と
き

生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助

な
ど
を
う
け
て
い
る
と
き

家
計
が
苦
し
く
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
た
い
へ

ん
困
難
で
あ
る
と
き

　
　
　
保
険
料
を
掛
け
る

免
除
を
う
け
た
ら

　
　
　
　
　
追
　
納
　
を

　
免
除
を
う
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
％
で
あ
る

た
め
「
そ
れ
じ
ゃ
、
免
除
は
考
え
も

の
」
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
が
そ
れ
は
少
し
早

計
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
と
い
う
の
は
免
除
を
う
け
た
人
が

将
来
、
老
齢
年
金
を
満
額
う
け
ら
れ

る
た
め
に
「
追
納
」
と
い
う
途
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
追
納
」
と
は
、
免
除
を
う

け
て
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ

の
当
時
の
保
除
料
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
を
う
け
た
人
が
そ
の
後
の
生

活
に
ゆ
と
り
が
で
た
ら
、
ぜ
ひ
「
追

納
」
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
免
除
期
間
を
確
実
に
追
納
す
れ
ば

そ
の
人
の
年
金
額
は
保
除
料
を
か
け

た
場
合
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
の
免
除

制
度
は
免
除
に
よ
り
”
年
金
を
も
ら

う
権
利
”
が
つ
き
、
ま
た
、
免
除
を

う
け
て
十
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、

”
保
険
料
を
か
け
続
け
た
と
同
じ
年

金
”
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
保
険
料
を
か
け
ら
れ
な

な
い
人
に
と
っ
て
は
、
大
変
有
利
な

制
度
な
の
で
す
。

　
よ
り
高
い
年
金
を
も
ら
う
た
め
に

も
遠
慮
な
く
役
場
の
国
民
年
金
係
に

ご
相
談
下
さ
い
。
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昭
和
五
七
年
四
月
一
日
現
在
に
お

け
る
本
県
内
の
県
が
管
理
す
る
道
路

は
五
四
七
路
線
五
千
六
九
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
、
こ
れ
に
建
設
省
の
管
理

す
る
国
道
指
定
区
間
を
加
え
る
と
五

五
四
路
線
、
六
千
三
二
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
、
市
町
村
道
を
含
め
た

道
路
の
延
長
で
は
、
北
海
道
、
茨
城
、

長
野
、
埼
玉
等
に
次
い
で
全
国
第
九

位
で
あ
る
．

　
松
代
町
の
町
道
の
路
線
数
は
一
六

五
路
線
で
、
一
、
二
級
そ
の
他
の
路

と
線
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
幹
線
一
、

二
級
市
町
村
道
の
選
定
に
つ
い
て
は

「
都
道
府
県
建
設
省
所
管
施
設
整
備

計
画
」
の
一
部
と
し
て
、
昭
和
四
四

年
度
に
樹
立
し
公
共
事
業
等
の
採
択

基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
基
準

の
一
部
を
上
げ
て
み
る
と
、

o
主
要
集
落
（
戸
数
五
〇
戸
以
上
）

と
そ
れ
を
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要

集
落
と
を
連
絡
す
る
道
路

○
主
要
集
落
と
主
要
交
通
流
通
施
設
、

主
要
公
益
施
設
、
又
は
主
要
生
産
施

設
と
を
連
絡
す
る
道
路
等
と
な
っ
て

い
る
。

　
公
共
事
業
で
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
行
な
う
も
の
の
中
か
ら
関
係
あ

る
も
の
を
上
げ
て
み
る
と
、
道
路
改

良
事
業
、
橋
梁
整
備
事
業
、
特
殊
改

良
四
種
事
業
、
災
害
防
除
事
業
、
防

雪
事
業
等
が
あ
る
。

　
昭
和
五
八
年
度
で
は
一
級
町
道
松

代
、
松
之
山
線
（
小
屋
丸
地
内
）
同

級
松
代
、
大
島
線
（
莇
平
地
内
）
二

級
町
道
中
子
、
片
桐
山
線
（
中
子
地

内
、
新
規
）
で
特
殊
改
良
四
種
事
業

（
道
路
舗
装
工
事
）
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
　
一
級
町
道
大
久
保
線
（
県
立
松

代
病
院
脇
）
で
災
害
防
除
事
業
（
法

面
吹
付
工
事
）
が
施
工
さ
れ
ま
す
。

名
種
事
業
に
よ
り
除
雪
作
業
を
容
易

に
し
冬
期
間
の
交
通
確
保
に
期
待
し

ま
す
。

　
町
内
の
国
、
県
道
及
び
町
道
は
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

莇平地内
道路の現況（町内分）　昭和57年4月1日現在、単位m．％

路　　線　　名 路線延長 改良済延長 率 舗装済延長 率

一般国道253号線 16，103 13，266 82．4 16，103 100．0

一般国道353号線 5，967 3，070 51．4 2，329 39．0
一般国道404号線 4，119 2，661 64．6 4，119 100．0

主要地方道

松　代・高柳線 6，645 2，547 38．3 6，645 100．0

上越安塚松之山線 7，497 2，760 36．8 7，497 100．0

一般県道
松　代・岡野町線 6，534 271 4．1 6，534 100．0

月　池松代線 4，567 2，589 56．7 4，567 100．0

田野倉・松代線 4，779 2，476 51．8 3，006 62．9
五十子平・真田線 3，334 179 5．4 0 0

町　　　道

1　　　　　　　級 23，628 21，369 90．4 12，232 51．8
2　　　　　　　級 271062 18，641 68．9 10，147 37．5
そ　　　の　　　他 146，138 39，434 27．0 18，812 12．9

計 196，828 79，444 40．4 41，191 20．9

合　　　　　計 256，373 109，263 42．6 91，991 35．9

（※端数及び％は、四捨五入）

臆
の
百
科
シ
リ
ー
ズ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
野
島
歯
科
医

歯
の
豆
知
識

　
食
事
中
、
食
物
中
の
小
石
を
咬
ん

で
、
　
「
ビ
ク
ッ
」
と
し
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
成
人
の
咬
む
力
は
、

奥
歯
で
最
大
約
62
㎏
、
前
歯
で
約
1
7

㎏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
強
い
力
に
耐
え
る
為
に
人
間
の
歯

は
、
そ
の
表
面
を
エ
ナ
メ
ル
質
、
そ

の
内
側
を
象
牙
質
と
い
う
硬
い
カ
ル

シ
ウ
ム
と
リ
ン
を
主
体
と
し
た
ハ
イ

ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
と
い
う
結
晶

か
ら
で
き
て
い
て
、
相
当
硬
い
物
を

咬
ん
で
も
大
丈
夫
な
硬
さ
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
さ
ら
に
内
側
に
は
、

俗
に
神
経
と
い
う
柔
ら
か
い
歯
髄
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
、
冷
た
い
水
や
熱

い
物
の
刺
激
や
、
虫
歯
の
痛
み
を
感

じ
る
神
経
や
、
歯
に
栄
養
を
与
え
る

役
目
の
血
管
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
歯
は
、
歯
根
膜
と
い
う
線

維
の
束
に
よ
っ
て
、
顎
の
骨
の
穴
に

吊
さ
れ
た
状
態
で
植
っ
て
い
て
、
こ

の
歯
根
膜
が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目

を
し
て
、
咬
む
強
い
力
の
衝
撃
が
顎

の
骨
や
脳
に
直
接
伝
わ
る
の
を
防
止

し
て
い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
間
の
歯
は
、
物
を

咬
み
切
る
前
歯
へ
切
歯
）
と
、
物
を

す
り
つ
ぶ
す
奥
歯
（
臼
歯
）
と
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
前
歯
は
シ
ャ
ベ
ル
状

の
形
を
し
て
物
を
咬
み
切
る
に
適
し

た
形
を
し
て
お
り
、
一
番
力
の
か
か

る
奥
歯
は
四
角
形
で
臼
の
役
目
を
し

て
、
上
顎
が
根
が
三
本
、
下
顎
が
二

本
あ
っ
て
力
に
充
分
耐
え
ら
れ
る
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

各
々
、
そ
の
役
割
を
分
担
し
て
、
毎

日
、
食
事
を
す
る
の
に
必
要
な
大
切

な
器
官
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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花
ま
つ
り
に
つ

　
四
月
八
日
（
当
地
で
は
五
月
八
日
）

は
釈
迦
の
誕
生
日
と
し
て
各
寺
で
お

コ
ウ
タ
ン
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ブ
ツ
　
エ

降
誕
会
と
か
、
濯
仏
会
又
は
花
ま
つ

り
と
言
っ
て
居
ま
す
。

　
釈
迦
は
ル
ン
ビ
ニ
園
と
言
う
花
園

で
生
れ
、
生
れ
る
と
す
ぐ
七
歩
あ
る

い
て
右
手
で
天
を
左
手
で
大
地
を
ゆ

び
さ
し
て
、
「
天
に
も
地
に
も
わ
れ
一

人
」
と
さ
け
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

ん
ぼ
う
が
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
わ

け
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
釈
迦
の
説
い

た
仏
教
が
人
間
と
し
て
生
れ
た
一
人

一
人
の
尊
さ
、
命
の
尊
さ
、
そ
れ
は

財
産
や
地
位
や
権
ガ
や
人
種
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
た

祝
い
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
。
之
を

居
り
す
。
勿
論
生
れ
た
ば
か
り
の
赤

い
て
　
佐
藤
秀
雄

っ
た
一
つ
し
か
な
い
命
の
尊
さ
を
教

え
て
居
る
基
本
的
人
権
宣
言
を
示
し
・

て
居
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
又
、

釈
迦
の
誕
生
を
祝
い
天
の
神
が
甘
い

雨
を
降
ら
せ
産
湯
を
つ
か
わ
せ
た
と

も
言
わ
れ
て
居
ま
す
。
之
は
清
ら
か

な
水
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
こ

の
説
話
に
ち
な
ん
で
寺
で
は
降
誕
会

に
は
花
で
か
ざ
っ
た
花
御
堂
の
中
に

，
天
地
を
ゆ
び
さ
し
た
釈
迦
の
像
を
安

置
し
て
そ
れ
に
甘
茶
（
甘
茶
と
言
う

植
物
の
葉
を
乾
し
た
も
の
を
煎
じ
て

つ
く
る
）
を
ヒ
シ
ャ
ク
で
頭
か
ら
か

け
、
そ
の
あ
と
で
み
ん
な
で
甘
茶
を

飲
ん
で
お
祝
い
し
ま
す
。

　
こ
の
降
誕
会
は
仏
教
徒
に
と
っ
て

　
ネ
　
ハ
ン
　
エ

は
浬
繋
会
（
二
月
十
五
日
当
地
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ウ
ド
ウ
　
エ

三
月
十
五
日
ダ
ン
ゴ
ま
き
）
成
道
会

（
十
二
月
八
日
、
悟
り
を
ひ
ら
か
れ

た
日
）
と
な
ら
ん
で
、
三
大
年
中
行

事
の
一
つ
で
何
よ
り
も
目
出
度
い
お

祭
り
の
日
と
さ
れ
て
居
ま
す
。

　
釈
迦
の
二
千
五
百
余
年
の
昔
の
誕

生
を
し
の
び
祝
う
と
共
に
天
に
も
地

に
も
我
一
人
と
言
う
尊
い
自
分
に
め

ざ
め
、
又
こ
の
社
会
は
天
に
も
地
に

も
か
け
が
い
の
な
い
尊
い
人
間
の
集

り
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
他
人
を

も
尊
重
し
あ
っ
て
平
和
な
社
会
を
実

現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
を
感
謝

　
こ
の
度
、
松
代
の
南
雲
康
一
さ
ん

（
屋
号
浦
田
屋
）
か
ら
長
い
間
ご
趣

味
で
収
集
さ
れ
た
未
使
用
切
手
七
六

四
枚
金
額
に
し
て
参
万
四
百
壱
円
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
日
本

キ
リ
ス
ト
協
会
医
療
協
力
会
に
ご
寄

附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
雲
さ
ん
の

ご
厚
意
は
光
を
失
っ
た
盲
老
人
の
施

設
整
備
と
発
展
途
上
国
の
医
療
品
や

、
医
療
器
具
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
古
切
手
（
使
用
済
）
の
活
用

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
古
切

手
は
専
門
家
の
手
を
経
て
ロ
ン
ド
ン

の
市
場
で
換
金
さ
れ
ま
す
が
、
古
切

手
二
百
枚
で
B
C
G
一
本
に
相
当
し

ま
す
。
恵
れ
な
い
発
展
途
上
国
の
人

達
に
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
て
下
さ
い
。

　
古
切
手
の
切
り
と
り
方
は
切
手
の

ま
わ
り
五
ミ
リ
位
の
紙
を
つ
け
た
ま

ま
切
り
と
っ
て
下
さ
い
。

古
切
手
の
届
先
は

　
　
　
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
担
当
役
場
社
会
課
福
祉
係

』
コ
賦
コ
［
コ
【
コ
［
コ
［
コ
曝
コ
［
ヨ
曜
コ
【
コ
［
コ
【
3
［
コ
曝
コ
【
コ
【
コ
【
コ
賦
コ
［
コ
【
コ
曜
塞
【
コ
【
コ
【
コ
【
コ
賦
コ
【
コ
翼
コ
犀
コ
藍
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
曜
コ
【
コ
曜
コ
一
コ
【
コ
［
コ
【
コ
【
コ
【
コ
［
コ
曜
コ
［
コ
［
コ
【
コ
【
コ
匿
コ
【
コ
［
コ
曜
3
［
コ
【
コ
艦
コ
【
コ
9

ふ
れ
あ
い
の
場
を
求
め
て

．塾

癖
張

蒲
生
小
堺
哲
夫

　
昭
和
五
六
年
と
五
七
年
と
こ
の
二

ヶ
年
間
蒲
生
部
落
が
地
域
づ
く
り
の

中
に
地
域
ぐ
る
み
で
親
子
ふ
れ
あ
い

の
場
を
求
め
て
、
町
公
民
館
の
指
導

の
下
に
、
そ
の
旨
の
事
業
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
か
え
り
み
る
に

お
互
多
忙
の
中
に
も
地
域
的
連
帯
感

を
養
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て

人
の
心
を
一
に
し
て
前
進
す
る
こ
と

と
の
む
ず
か
し
さ
を
程
々
痛
感
い
た

竃
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
い
く
つ
か
の
行
事
を
企
画
し
て
す

す
め
た
中
に
、
広
く
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
協
力
を

い
た
だ
き
盛
会
み
る
に
到
っ
た
行
事

も
あ
り
参
加
者
共
々
に
喜
ん
で
お
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
雪
の

芸
術
祭
等
々
新
時
代
に
向
っ
て
み
な

さ
ん
一
人
で
も
多
く
が
自
ら
参
加
出

来
る
よ
う
な
行
事
は
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
行
く
よ
う
心
が
け
、
よ
き
ふ
れ

あ
い
の
場
を
求
め
て
意
見
交
換
の
中

か
ら
常
に
明
日
へ
前
進
し
た
い
も
の

だ
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

＠◎㊨⑧◎④◎㊤⑥⑤⑤
蒲
生
地
域
づ
く
り
か
ら

ふ
る
さ
と
思
う
子
育
て
を

ル
ー
ル
に
従
い
頑
張
ろ
う

咲
か
せ
る
花
は
美
し
く

と
ま
ど
わ
ず
先
ず
参
加

努
め
て
今
日
も
は
れ
や
か
に

苦
労
苦
手
じ
ゃ
花
咲
か
ぬ

リ
ン
グ
は
丸
く
大
き
く

め
ざ
す
は
心
に
豊
さ
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
話
合
い

し
っ
か
り
父
ち
ゃ
ん
お
ら
が
町

手
を
つ
な
ぎ
明
日
へ
進
ま
ん
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圓
翼
饗
國
誕
翼
図
誕
凶
図
図
図
躍
翼
図
闘
艶
誕
翼
誕
翼
闘
翼
闘
図

誕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼

㎜
広
報
「
ま
つ
だ
い
」
の
　
㎜

㎜
　
実
態
と
今
後
の
　
　
㎜

劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼

幽
　
　
意
向
に
つ
い
て
幽

躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
翼

誕
翼
図
図
翼
誕
翼
圖
翼
鑓
図
属
闘
回
図
図
図
図
躍
闘
翼
闘
図
翼
圓

　
先
般
松
代
町
教
育
委
員
会
で
、
（
松
代
町
の
社

会
教
育
等
に
関
す
る
調
査
57

・
2
・
2
0
～
5
7
・

3
．
博
）
の
結
果
よ
り
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
に

つ
い
て
、

次
の
よ
う

に
な
っ
て

い
ま
す
。

滋吻
幽

男性
女性

a●ll

②①③②①

■
●
●
〇
一
』
』
歴

◎
調
　
査
　
対
　
象

調
査
対
象
　
　
町
内
全
域

調
査
対
象
数
　
成
人
五
〇
七
名

　
　
　
（
男
二
四
二
名
、
女
二
六
五
名
）

※
　
人
口
比
　
七
・
四
％

　
　
　
（
選
挙
人
登
録
名
簿
よ
り
抽
出
）

◎
調
査
方
法
と
回
収
率

　
調
査
方
法
　
　
郵
送
調
査
方
法

　
回
収
数
　
　
三
二
〇
名

　
回
収
率
　
六
三
・
一
％

　
　
（
男
五
七
・
四
％
、
女
六
八
・
三
％
）

設問1　あなたは、広報「まつだい」に目を通していますか。いづれかの番号を○でかこんで下さ

　　　　い。

　　　　　　　　　　　0　　1Q　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94％

｛鷺ll鐸縢雛譲魏｝
鰯醗1．目を通している

2・員を通していな齢％

設問2　広報「まつだい」はあなたの暮しの中で役立っていますか。いづれかの番号を○でかこん

　　　　で下さい。

90　　100％80706050403020100

89％
1．役立っている　麟灘麟雛遜

｛ll繋欝鎌箋制
2・役立っていない騰膨

3・無解答麟踊騨

設問3　広報「まつだい」であなたが一番良く読む記事はどれですか。一つだけ選んで番号を○で

　　　　かこんで下さい。

70　　80　　90　　100％605030　　　4020100

67％
25％

　　　　　％　　　　　13。覇
42％

％
％

に
1
2

1．行政関係

2．戸籍の窓口

3．各種大会関係

｛lll三繊蕪難・騰」「書｝4・文芸関係鵬5顎％

14％5．無解答離懸
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　設問4 あなたは今後、広報「まつだい」にどんな記事を希望いたしますか。一つだけ選んで番号

　　　　　を○でかこんで下さい。あてはまるものがない場合はその他に記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　　100％

く
催
　
な
　
介
知
　
他

酵
撚
細
紹
噸

係
行
の
娯
　
の
会
　
の

繭
搬
豚
物
麟

行
部
し
趣
も
人
各
や
そ

ー
　

n
乙
　
　
3
　
　
　
4
　

P
D
　
　
　
6

27％

40％

47％

18％

7．無　　解　　答

設問5

2％

3％

％
筋

8％

記事に関しては男性が「行政関係を多く」の者が97％

もあり、行政に対する事が最っとも好まれている様で

ある。

女性に関しては「部落の行事や催し物等の紹介」が40

％という高い数値を示している。

あなたは広報「まつだい」の編集上どんなことを希望いたしますか。一つだけ選んで番号

を○でかこんで下さい。あてはまるものがない場合は、その他に記入して下さい。

　　　　　　　0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100％

1．文章を短かく、
　わか｝）やすく

2．写真を大きく多
　　く入れる

3．見出しを大きく
　する

4．余白を多く
5．表やカットを多
　　く

6．そ　　の　　他

62％

16％
22％

％
％
％

4
　
　
0
0

團
男
女

15％

7．無　　解　　答

0％

3％

編集上に関しては、男性の「文章を短かくわかりやす

く」が42％と女性に関しても同様62％という数値がで

ており、今後「わか｝）やすい」文章を書き編集してい

かなければならない。

o，1，，，lr””邑5，15，，lo”Ilo19，，”，1曇1”1。”，，9，，lll”IIII，1，，，臼1”19。Ile，，，ll蓼・lo”叫，，。，，。巴”Ilo”5，，辱，ll”o”1』，，，，1酢ll”。II，一，，，1，”o”g5，，，じ，161”‘191，，，，，ol””lll塵嗣，，，lr，””II豊，，5，01111”19”IIIIII5畢o，量III”IIII”III』”IIII””rl””。III”II畳』“，Ill，“Ill』”lllII”Iol』。1”1，””息ll””1“””oll”“o“’。’。’lh”1・””“olle””rl’””ll”lo・ll””’1』”1“lo』”oll”1”II’”1’ll””11「””lhll”，1’””ll”9”ll’”“II”・1，酢1””ol』””“””lo51””，o’o’”1』1”o臼，●’o”ohoo¢II””酢lhll”，1。”“陛1””Il「’”II』1，“31。”1。oh””，lo””1

”あなたも参加しよう“
　　地域ぐるみで、職場ぐるみで

　　町では、新潟国体を記念して、県民スポー

　ツの日松代大会を開催いたしますので、多数

　ご参加下さい。

樗

．？

日
目

期
種

※
※

※申込み

の

　　ぜ

惚

　いヤ　　　　　　　ヒ
　3…　　　　　、　　　　；．、

6月26日（日）
　　　　　　　　　　　　　●な一般、婦人バレーボール。
　　　　　　　　　　　ロ
婦人ミニバレーボール　　　㌔

ミニバレーボールは公

民館へ
　　　．．　　9　麟
　　　、　　　　●’

夢｛｛｛命命｛命｛命命｛｛命｛ぬ命｛命ぬ命｛｛繭｛號
篭
篭※期　日
｛
篭※種　目
噸
｛
篭

蒙
1※申込み

堤

　　　　　　　　　　　　　　　》
6月19日（日）　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　｝
◎ゲートボール（婦人、高令者）》
　　　　　　　　　　　　　　　》◎ソフトボール（壮年層）　　多
◎卓球（青年・中・高校生ご般）1

◎バドミントン（高校生、一般）多
ゲートボールは公民館、その他1

は各単位協会へ　　　　　　　　》
　　　　　　　　　　　　　　　｝

畿寧叩寧叩叩Ψ叩叩Ψ》叩寧Ψ寧摩叩叩叩叩叩摩寧Ψ寧調



”IlllIIII”1川””1川”II川1川”ll”II1川”川1川II”III川川II川1””1田II川II川川”川1”1川”IIIll川1川1”llIII川ll川1””1”ll”川””1川”14”1”川1”””II川Il”IllllmII””lll”II””IIll”llll”1”川II”川1　こうほう・まつだい　”IIIII川II

　毎月8の日は

お米の日ヨB甘i劇：

お米は、安くて、質のよいタンパク灘τずo

日本人は、タンパク質の必要摂取量の約％をお米からと

っています。これは、魚からとる量とほぼ同じ、しかも

ずっと経済的です。タンパク質の栄養価から見ても、穀

物中、最高の品質を誇ります。

タンパク質109当たりのお億殿奄比べると．

　　　　　　　　　　　お米　（（成人男子タンパク卸8必要卜709

刀
●
路

o●

　』

）
牛肉（中1

憩、

．見直老う8参のあ米

oo
鵠

　
、
鱒

一世界一バランスの良レ

　　　　日本の食生活一

F

力
　
－

　
　
　
　
　
養
　
　
襯

幽
◎
鼻
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

甲器…甲 ｛”｝7’髪…一

’製ooごyt…

　
も
や
し
は
、
家
庭
で
も
水
栽
培
で

簡
単
に
育
て
ら
れ
ま
す
。

　
ア
ズ
キ
、
カ
ッ
プ
ニ
分
の
一
ほ
ど

を
、
色
の
悪
い
豆
や
傷
ん
だ
も
の
を

と
り
除
い
た
後
、
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き

ビ
ン
な
ど
広
ロ
ビ
ン
に
入
れ
、
二
、

三
回
水
で
す
す
い
で
か
ら
、
水
を
た

っ
ぷ
り
入
れ
て
一
晩
つ
け
込
み
ま
す
。

　
翌
日
、
水
を
捨
て
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
、
粗
い
ガ
ー
ゼ
な
ど
を
網

代
わ
り
に
し
て
ふ
た
を
し
、
輪
ゴ
ム

で
と
め
ま
す
。
び
ん
を
逆
に
し
て
ボ

ー
ル
な
ど
で
受
け
、
や
や
斜
め
に
し

て
固
定
さ
せ
、
余
分
な
水
分
が
切
れ

る
よ
う
な
状
態
で
暗
い
所
に
置
き
、

毎
日
二
、
三
回
す
す
ぎ
を
し
ま
す
。

　
発
芽
し
て
、
四
、
五
日
す
る
と
ニ

セ
ン
チ
く
ら
い
に
生
育
し
ま
す
が
、

こ
の
こ
ろ
が
食
べ
ご
ろ
。
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
し
ま
え
ば
数
週
間
は
保
存
が

き
き
ま
す
。
こ
の
分
量
で
、
四
人
分

ぐ
ら
い
の
も
や
し
に
な
り
ま
す
。
，

“鳥輪㌦“．

鍔婁⑬

矯熱麟

ずL行動ポイント6
◎

ときたら火の始末
震でも火を消す習慣／燃えや

を火の近くに置かない

爵の下に身をふせよ
ように固定して／棚の上に重

いものを置かない

ず出口を確保せよ
出入ロ／エレベーターは使用

1て外にとび出すな
ちょっと待て　心の落ち着き

正しい判断

、・に声をかけあおう

から隣り近所と声かけあって

ら　すばやく消火
　消火の備え　消火の訓練

いざというときの

■グラ鴛
　　小さな刻

　　すいもσ

テーブルな1
家具などは倒れな㌧

いものやこわれやr

（論

　　勿璽■
、

■戸を開けて
　考えておこう非常の際

　しない

辺

誹
1’

　
　
　
◎

き
．
　
馬

膠墨』あわ
　　o

1！

■わが家の安全隣りの安全互覧

　　　　　　　　　　ふだん

■火が出オ
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役
場
の
戸
籍
の
窓
口
事
務
に
、
住

民
と
関
係
の
深
い
も
の
に
、
　
「
住
民

基
本
台
帳
事
務
」
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
身
近
な
事
務
と
は
い
え
そ

の
内
容
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
以
下
、
事
務
の
概
要
と
、

そ
の
閲
覧
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、

ご
理
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
　
住
民
票
に
つ
い
て

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
個
人
票
と
世

帯
票
か
ら
成
り
ま
す
。

　
住
民
票
は
個
人
を
単
位
に
作
成
し
、

世
帯
ご
と
に
編
成
し
て
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
（
法
六
条
）

　
住
民
票
と
は
、
個
々
の
住
民
に
つ

き
そ
の
住
民
に
関
す
る
事
項
を
記
載

す
る
帳
票
を
い
い
、
主
と
し
て
次
の

事
項
を
記
載
し
ま
す
。

カオエウイア
氏
名

生
年
月
日

男
女
の
別

世
帯
主
の
氏
名
お
よ
び
続
柄

戸
籍
の
表
示

住
民
と
な
っ
た
年
月
日

キ
　
住
所
、
お
よ
び
転
居
し
た
者

　
　
に
つ
い
て
は
、
そ
の
住
所
を

　
　
定
め
た
年
月
日

ク
　
届
出
の
年
月
日
お
よ
び
従
前

　
　
の
住
所
、
等

◎
　
住
民
票
の
性
格

　
戸
籍
が
人
の
身
分
関
係
を
公
証
す

る
唯
一
の
公
簿
で
あ
る
と
同
様
に
、

住
民
票
は
住
民
の
居
住
関
係
を
公
証

す
る
唯
一
の
公
簿
で
あ
り
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
は
、
公
務
員
が
職
務

上
作
成
す
る
文
書
で
あ
っ
て
、
権
利

義
務
に
関
す
る
事
実
を
証
明
す
る
効

力
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
刑
法
第

百
五
十
七
条
一
項
に
い
う
「
権
利
義

務
に
関
す
る
公
正
証
書
」
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
当
然
そ
の
記
載
内

容
は
常
に
事
実
に
基
づ
い
た
正
確
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
訳

で
す
．

◎
正
確
性
保
持
の
た
め
の
措
置

　
松
代
町
に
住
所
を
定
め
乍
ら
一
年

以
上
に
亘
り
他
の
地
に
居
住
し
、
更

に
継
続
予
定
者
や
、
学
生
だ
っ
た
者

が
、
就
職
に
よ
り
独
立
し
て
生
活
を

営
む
よ
う
に
な
り
乍
ら
届
出
な
い
者

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
実
態
調
査
の

上
事
実
に
添
っ
た
処
理
（
職
権
記
載
、

職
権
削
除
）
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
更
に
、
転
入
、
転
出
、
出
生
、
死

亡
、
婚
姻
等
異
動
の
す
べ
て
に
つ
い

て
、
市
町
村
間
相
互
に
各
種
の
異
動

通
知
が
交
わ
さ
れ
、
住
民
票
や
戸
籍

の
附
票
等
の
記
載
内
容
の
正
確
性
保

持
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬

◎
　
住
民
異
動
の
届
出

　
住
所
お
よ
び
世
帯
に
関
す
る
事
項

で
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
届
出
（
転

入
、
転
出
等
）
は
本
人
が
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
人
が
病
気
等
で
届
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
世
帯
主
が
代

わ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
に
関
す

る
事
務
取
扱
要
領
」
に
つ
い
て

　
松
代
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
等
に
よ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
等
の
問
題
の
発
生
を
防
止
す
る
目

的
か
ら
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
三
十

日
付
規
則
第
十
三
号
に
よ
り
事
務
取

扱
要
領
を
制
定
し
ま
し
た
の
で
、

の
概
略
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

◎
目
的

　
こ
の
要
領
は
、
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
ま
た
は
、
住
民
票
の
写
の
交
付

（
以
下
「
住
民
票
本
台
帳
の
閲
覧
等

」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
務
取
扱

い
要
領
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
不
当
に
侵
害

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
の
請
求

　
閲
覧
等
の
請
求
の
際
は
、
申
請
書書求　　目害住扱等付の　　　そ取十目侵の　 マ

槻槻q綱㈲輔㈲槻断㈲㈱㈲纈㈱㈲㈲㈱㈲酬》㈱槻槻槻㈲q渦鵬槻㈱断瀕鵬㈱㈱㈲蝋》㈱

戸
籍
の
窓
ロ

四
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

佐
藤
和
男
・
鈴
木
由
紀
子

　
　
　
　
（
千
年
・
八
郎
兵
衛
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

池
田
里
子
　
父
千
代
二
　
母
弘
子

　
　
　
（
二
女
・
田
野
倉
・
大
棋
）

関
谷
恵
美
　
父
友
美
　
母
松
美

　
　
　
（
二
女
・
松
代
・
じ
せ
ん
）

関
谷
嘉
明
　
父
嘉
聖
　
母
多
美
子

　
　
（
長
男
・
松
代
・
か
ま
だ
や
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

齋
藤
モ
ト
　
8
0
歳
田
野
倉
源
左
エ
門

と
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
↓
柳

　
申
請
書
に
は
、
申
請
書
の
住
所
氏
㈲

名
、
住
民
票
の
写
の
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
者
の
住
所
氏
名
、
閲
覧
の
場
合
は

そ
の
範
囲
お
よ
び
閲
覧
等
を
請
求
す

る
具
体
的
理
由
等
を
記
載
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
サ
ワ
　
73
歳

仲
村
シ
ン
　
7
7
歳

若
月
キ
ク
イ
5
6
歳

高
橋
カ
ツ
　
7
9
歳

千
年
　
田
保

儀
明
　
糀
屋

田
代
井
戸
下

莇
平
　
坂
上
屋
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芸文

　ド縣灘

　
　
し
ぶ
み
句
会

牛
の
子
の
生
ま
れ
落
ち
る
や
若
葉
風

種
子
蒔
の
泥
手
で
応
う
街
宣
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

つ
　
づ
　
ら

九
十
九
折
れ
谷
間
の
桜
七
分
咲
き

嫁
ぐ
娘
を
花
が
見
送
る
御
立
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

水
仙
に
こ
ま
か
き
雨
や
庵
の
坂

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
蛇
籠
噴
き
出
す
雪
解

水
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

花
び
ら
の
道
よ
り
水
へ
吹
か
れ
け
り

囲
い
解
く
物
の
芽
す
で
に
薄
青
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

椿
咲
く
庭
に
野
鳩
が
来
て
遊
ぶ

初
孫
に
初
湯
つ
か
わ
す
若
葉
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

う
　
　
こ
　
ぎ

五
加
木
摘
む
爪
の
黒
さ
や
日
脚
伸
ぶ

彼
岸
会
の
婆
の
墓
参
や
坂
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

長
生
き
の
命
授
か
り
山
毛
樫
若
葉

残
雪
も
わ
ず
か
山
に
も
人
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

照
り
返
す
雪
の
青
さ
や
春
の
月

霧
立
ち
て
花
か
く
れ
ど
も
香
り
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
草
　
人

山
里
や
一
度
に
開
く
春
の
花

石
垣
を
ま
き
て
紅
白
し
ば
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

城
山
で
見
下
ろ
す
村
や
春
の
川

春
の
雨
ひ
と
雨
ご
と
に
花
が
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

北
窓
を
開
け
ば
川
音
高
鳴
り
ぬ

吊
橋
の
板
張
り
替
え
て
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

花
曇
り
人
に
あ
く
び
を
う
つ
し
け
り

初
蝶
の
ま
だ
定
ま
ら
ぬ
行
方
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

雪
解
け
の
川
鳴
り
つ
づ
く
中
通
り

春
雨
に
ぬ
れ
た
る
髪
の
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

苗
床
に
水
や
り
つ
つ
も
話
し
か
け

　
　
　
さ
だ
め

廃
校
の
運
命
も
知
ら
ぬ
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

水
温
む
庭
の
手
入
れ
の
老
夫
婦

鶏
足
山
上
か
ら
下
へ
と
山
毛
樫
芽
吹

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

配
膳
の
隅
に
こ
ご
め
の
辛
子
和
え

　
　
　
あ
が
な

勇
定
鋏
購
う
旅
の
終
わ
り
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

花
見
ず
に
妻
安
ら
か
に
弥
陀
の
膝

亡
き
妻
の
遺
品
に
涙
す
春
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

温
床
紙
匂
い
て
山
は
遠
く
有
り

頬
白
の
噂
り
や
ま
ぬ
の
ど
ぼ
と
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

田
の
畔
に
光
の
ど
け
き
菖
蒲
の
芽

雨
あ
が
り
窓
辺
に
久
し
初
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

残
雪
を
見
下
ろ
す
桜
花
散
り
は
じ
む

豪
雪
の
か
げ
も
と
ど
め
ず
野
良
忙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

　
　
　
き
つ
つ
き

朝
霧
に
啄
木
鳥
の
音
こ
だ
ま
し
て

山
肌
の
黒
ず
む
村
に
花
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

着
古
し
の
セ
ル
の
単
衣
や
初
つ
ば
め

日
当
た
れ
ば
華
や
ぐ
如
く
若
葉
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

鴬
に
離
さ
れ
選
挙
見
張
り
番

母
の
忌
の
姉
弟
老
い
た
り
木
の
芽
和

え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

短
　
歌
　
野
石
浪
曼

手
に
と
れ
ば
ず
っ
し
り
と
し
て
匂
い

立
つ
米
を
揚
き
つ
つ
石
屑
拾
う

西
の
空
ま
だ
明
る
き
に
星
一
つ
仰
ぐ

雪
路
の
凍
み
始
め
た
り

あ
っ
さ
り
と
断
言
さ
れ
て
言
葉
な
く

弱
み
突
か
れ
し
冷
た
さ
残
る

間
違
え
ば
即
ブ
ザ
ー
鳴
る
端
末
機
を

　
　
　
　
　
　
づ
ら

恐
れ
扱
う
五
十
面
し
て

暗
き
ま
で
雪
解
の
霜
の
立
つ
日
な
り

転
勤
の
な
き
安
ら
ぎ
あ
り
て

身
に
ま
と
う
着
物
は
冬
の
ま
ま
に
居

て
雪
消
え
急
ぐ
桜
の
頃
は

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

　
ツ
ツ
ジ
類
の
種
類
と
特
徴

ω
　
ツ
ツ
ジ
と
サ
ツ
キ
の
区
別

　
ツ
ツ
ジ
と
サ
ツ
キ
は
全
く
別
種
の

植
物
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
植
物
学
上

は
ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属
ツ
ツ
ジ
亜
属

に
分
類
さ
れ
、
ま
っ
た
く
区
別
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ツ
ツ
ジ
科
の
植
物
は
、

古
く
か
ら
わ
が
国
の
い
た
る
と
こ
ろ

の
山
野
に
、
た
く
さ
ん
自
生
し
、
種

間
交
雑
が
容
易
で
、
ま
た
枝
変
り
が

で
や
す
い
た
め
、
自
然
交
雑
や
人
工

交
配
に
よ
っ
て
非
常
に
多
く
の
系
統

種
類
が
、
自
然
に
あ
る
い
は
人
工
的

に
作
り
出
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
ツ
ツ
ジ
と
サ
ツ

キ
の
区
別
と
い
う
の
は
、
松
と
黒
松

の
区
別
の
よ
う
な
も
の
で
、
植
物
学

上
は
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。

⇔
　
お
も
な
種
類
と
そ
の
特
徴

　
ツ
ツ
ジ
属
は
、
世
界
で
約
六
百
種

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
の

気
候
風
土
に
適
す
る
の
で
、
そ
の
分

布
は
わ
が
国
が
最
も
多
く
、
サ
ツ
キ

ツ
ツ
ジ
、
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
、
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
を
は
じ
め
と
し
て
四
十
余

種
が
見
ら
れ
ま
す
。
我
が
国
の
ツ
ツ

ジ
類
の
う
ち
、
最
も
栽
培
の
多
い
の

は
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
で
、
次
い
で
ク
ル

メ
ツ
ツ
ジ
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
、
ア
ザ

レ
ア
な
ぞ
の
園
芸
改
良
種
が
、
盆
栽
、

庭
木
、
鉢
植
え
用
な
ど
と
し
て
栽
培

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
地
に
特
徴
あ

る
野
生
種
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
△
蓼
△
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△
蓼
合
v
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△
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△
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〈
㈲
▽

広
報
ま
つ
だ
い
表
紙

（
写
真
）
募
集
に
つ
い
て

　
広
報
係
で
は
「
広
報
ま
つ
だ
い
」

の
表
紙
（
写
真
）
を
募
集
し
ま
す
。

◎
サ
イ
ズ
は
立
型
・
サ
ー
ビ
ス
版
。

◎
写
真
の
白
黒
は
問
い
ま
せ
ん
。

◎
必
ず
ネ
ガ
が
あ
る
こ
と
。

◎
未
発
表
の
も
の
。

◎
応
募
さ
れ
た
写
真
は
お
返
し
で
き

　
ま
せ
ん
。

◎
写
真
の
説
明
を
つ
け
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
広
報
係
ま
で
。


